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図2 ピーク面積値の算出
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図1 MS/MSスペクトル

データ

■分析概要

尿中のカテキン代謝物のLC/MS/MS分析

概要

高感度LC-MS（Q-TOF型）を用いることにより、生体試料中における代謝物のような低濃度成分の定性
分析が可能です。生体内で付加や抱合などの代謝を受けた成分の検索や、経時変化や個体差の調査
を目的とした試料間比較を行うことができます。高濃度カテキン飲料を摂取後に採尿し、カテキンの代謝
を調査したところ、未変化体のカテキンと、代謝物のカテキン-グルクロン酸抱合体が確認されました。8
人の尿中カテキン及び代謝物について、摂取後0.5～8時間の排泄量をプロットし、比較を行いました。
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尿中のカテキン代謝物の定性、及び経時変化・個体差調査
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分析目的 ：組成評価・同定・経時変化・個体差調査
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① カテキン代謝物を定性
② 定性したカテキン代謝物を試料間比較

LC/MS/MS分析

お茶

採尿・前処理

■カテキン-グルクロン酸抱合体の定性およびピーク面積値の算出
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カテキンは経口摂取から
0.5時間後の尿に多く含まれる
傾向がありました。
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カテキン-グルクロン酸抱合
体は経口摂取直後より2時
間後の尿に多く含まれる傾
向がありました。

図3 尿中のカテキンの経時変化 図4 尿中のカテキン-グルクロン酸抱合体の経時変化

■カテキンとカテキン-グルクロン酸抱合体の尿中排泄（n=8）

排泄の時間差は、
代謝にかかる
時間と推測
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